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　　表 �　他の霊長類にはない
　　人類の社会的特徴 

・ 下位単位として家族をもつ 
・ 個人が集団間を行き来する 
・ 結婚が家族を結びつける 

　私は、人間の社会の特徴は、互酬
的、向社会的であることと、集団へ
の強い帰属意識だと考えている（山
極、2007 年）。人間以外の霊長類
は、一度自分の集団を離れるとなか
なかもとの集団へは戻れない。他の
集団へ加入すると、もとの集団への
帰属意識は消失する。ところが人間
は、軽々と集団を渡り歩き、どこの
集団に属しても自分の出自集団への
アイデンティティを失わない。むし
ろ、自分の出自を失わないからこそ、
集団間を渡り歩けると言った方がい
いのかもしれない。それは、複数の
家族を含む共同体を作ることによっ
て可能になった。人間の家族は繁殖
の単位として閉じられているが、経
済的な共同生活においては外に開か
れている。だから人間はいつでも家
族を離れて別の集団を組むことがで
きるのだ（表�）。家族が開かれるこ
とによって、霊長類では近親間に限
定されていた共感や同情をともなう
利他的行為が共同体全体に拡大され
ることになった。だから人間は、近
親者以外の間でもたやすく模倣や教
育ができ、親子のような緊密な信頼
関係を構築することができるのであ
る。 

　最近、人間に特有なコミュニケー
ションや社会性を「ニッチ構築」と
いう概念で解釈する説が登場した
（オドリン＝スミー他、2007年）。ニッ
チ構築とは、生物自らの代謝、行動、
選好などによって自分たちのニッチ
を改変するプロセスのことで、進化
動態にフィードバックを持ち込む強
力な進化エージェントと考えられて
いる。また、そうして修正を加えら
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脳の活動 物理化学現象 客観的現象
こころの活動 心理現象 主観的現象

�� ��



�� ��



�� ��

情動性感情
こころのヒダやユレの感じ

感覚性感情
「カラスの鳴き声」（知覚経験）
＋
カラスの声が「聞こえている」
（感情経験）

背景感情
主体的経験そのものを保障して
くれる感情



古哺乳類
（辺緑系）

新哺乳類

爬虫類

古哺乳類
（辺緑系）
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